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Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
内
で
は
、
八
月

三
十
日
、
九
月
三
日
に
行
わ
れ
た
水
稲

適
期
刈
取
判
定
会
を
き
っ
か
け
に
、
北

い
ぶ
き
管
内
で
は
例
年
よ
り
一
週
間
ほ

ど
早
く
水
稲
の
刈
取
り
収
穫
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。

高
気
圧
に
覆
わ
れ
た
好
天
も
あ
り
、

十
月
上
旬
に
は
各
地
区
で
ほ
ぼ
刈
取
り

が
終
了
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、九
月
九
日
に
妹
背
牛
地
区
、

十
二
日
に
沼
田
地
区
、
十
六
日
に
秩
父

別
地
区
、
に
て
カ
ン
ト
リ
ー
施
設
の
操

業
が
始
ま
り
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
よ
り

集
荷
し
た
米
を
品

種
や
区
分
ご
と
に

計
量
し
、
タ
ン
パ

ク
値
等
の
基
準
に

従
い
調
製
・
出
荷

を
行
い
ま
し
た
。

荷
受
け
に
つ
い
て

は
各
地
区
の
出
荷

状
況
に
応
じ
、
妹

背
牛
地
区
は
十
月

十
四
日
、
沼
田
地

区
は
十
月
二
十
八

日
、
秩
父
別
地
区

は
十
月
三
十
一
日

で
終
了
し
ま
し

た
。

本
年
度
の
降
水
量
・
日
照
時
間
は
平

年
並
み
で
、
昨
年
同
様
に
日
照
時
間
・

高
気
温
が
多
く
、
生
育
は
早
く
進
み
ま

し
た
。

ま
た
、
品
質
に
つ
い
て
は
昨
年
の
よ

う
な
高
温
障
害
も
な
く
、
今
年
に
つ
い

て
は
品
質
・
量
共
に
申
し
分
な
い
出
来

秋
と
な
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
苦
労

が
報
わ
れ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

作
況
概
況
に
お
い
て
北
空
知
は

「
一
〇
二
」の「
や
や
良
」と
発
表
さ
れ
、

収
量
的
に
は
や
や
平
年
作
を
上
回
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無

事
受
入
操
業
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
事

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

得能直浩さん圃場にて（秩父別地区・日の出）

青木和幸さん圃場にて（沼田地区・沼田東部東）

受付を行う堀祐介さん（沼田地区・沼田西部）

森嶋克行さん圃場にて（妹背牛地区・妹背牛北）

令
和
六
年
産
米 

収
穫
・
集
荷
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当
組
合
名
誉
組
合
員
で
あ
り
、
沼
田

町
名
誉
町
民
で
あ
る
岡
田
靜
夫
さ
ん

（
九
十
一
歳
）
が
去
る
九
月
十
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

九
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
、

故
岡
田
靜
夫
さ
ん
の
葬
儀
が
沼
田
町
民

会
館
に
て
沼
田
町
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
の

合
同
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
岡
田
氏
は
、
昭
和
五
十
七
年
に

四
十
八
歳
で
沼
田
町
農
業
協
同
組
合
専

務
に
就
任
さ
れ
平
成
五
年
か
ら
は
沼
田

町
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
に
は
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

の
基
盤
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
妹
背
牛
・
Ｊ
Ａ

ち
っ
ぷ
べ
つ
・
Ｊ
Ａ
ぬ
ま
た
の
合
併
に

係
る
北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
設
立
委

員
会
の
委
員
長
に
就
任
。

五
十
数
余
年
の
歴
史
を
誇
る
旧
Ｊ
Ａ

が
そ
の
礎
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
へ
と

大
同
団
結
し
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
が
発
足

さ
れ
、
そ
の
後
は
初
代
代
表
理
事
組
合

長
に
就
任
さ
れ
、
地
域
農
業
の
振
興
と

農
業
経
営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
平
成
十
九
年
に
は
、
永

年
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
、
名

誉
組
合
員
と
し
て
推
戴
さ
れ
ま
し
た
。

故
岡
田
氏
の
お
人
柄
と
数
々
の
功
績

を
偲
び
つ
つ
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

主
な
受
賞
歴

◆
平
成
六
年
五
月

　
沼
田
町
産
業
功
労
者
表
彰

◆
平
成
十
年
三
月

　
北
海
道
農
業
協
同
組
合
功
労
者

　（
農
協
役
員
）
表
彰

◆
平
成
十
二
年
五
月

　
全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

　（
役
員
表
彰
）

◆
平
成
十
九
年
三
月

　�

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
名
誉
組

合
員

◆
平
成
二
十
年
二
月

　
北
海
道
産
業
貢
献
賞

　（
農
業
団
体
等
功
労
者
）

◆
平
成
二
十
年
四
月

　
沼
田
町
名
誉
町
民

弔辞を読み上げる JA黒田組合長

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
名
誉
組
合
員

岡
田
靜
夫
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
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八
月
二
十
九
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
本

所
に
て
第
三
回
農
事
組
合
長
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
水
稲
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
の
気
象
経
過
と
共
に
本
年

度
の
生
育
状
況
を
説
明
。
ま
た
、
例
年

よ
り
五
日
程
生
育
が
早
く
注
意
事
項
と

し
て
、
刈
取
適
期
の
判
定
方
法
に
つ
い

て
、
刈
遅
れ
に
よ
る
品
質
低
下
の
お
そ

れ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
よ
り
、
う
る
ち
米
を
め
ぐ
る
情

勢
と
し
て
全
国
の
米
の
消
費
状
況
、
令

和
五
年
産
米
の
販
売
実
績
に
つ
い
て
、

農
作
業
事
故
防
止
等
に
つ
い
て
説
明
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

秩父別地区

沼田地区

妹背牛地区

第
三
回 

農
事
組
合
長
会
議
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八
月
三
十
日
に
妹
背
牛
地
区
、
沼
田

地
区
、
九
月
三
日
に
秩
父
別
地
区
に
て

第
四
回
現
地
研
修
会
・
水
稲
刈
取
適
期

判
定
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
生
産
者
よ
り
サ
ン
プ
ル
と
な
る
稲

を
持
参
頂
き
、
Ｊ
Ａ
に
て
脱
穀
・
籾
摺

り
・
選
別
・
水
分
測
定
、
品
質
判
定
機

並
び
に
目
視
に
よ
る
判
定
を
行
い
、
適

切
な
刈
取
日
を
算
出
。
本
年
は
三
地

区
と
も
例
年
よ
り
一
週
間
早
い
八
月

二
十
八
日
か
ら
九
月
七
日
の
期
間
で
刈

取
適
期
と
な
る
判
定
結
果
と
な
り
ま
し

た
。講

習
会
で
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り

収
穫
後
の
適
正
な
乾
燥
・
調
製
、
来
年

度
の
乾
田
化
へ
向
け
た
圃
場
管
理
に
つ

い
て
解
説
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
米

穀
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
出
荷
要
領
を
中

心
に
異
物
混
入
ゼ
ロ
対
策
、
安
心
・
安

全
・
信
頼
確
保
対
策
や
乾
・
籾
保
管
上

の
注
意
な
ど
を
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

九
月
五
日
、
令
和
六
年
産
米
集
荷
に

係
る
各
地
区
で
の
Ｃ
Ｅ
施
設
操
業
に
向

け
て
、
農
産
物
集
荷
作
業
安
全
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

黒
田
組
合
長
か
ら
の
訓
示
の
後
、
近

郊
で
の
労
働
災
害
に
つ
い
て
発
生
状
況

等
を
解
説
。
管
理
部
長
よ
り
安
全
業
務

に
向
け
て
、
職
員
一
同
で
遵
守
事
項
の

確
認
、
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認

を
行
い
、
職
員
代
表
よ
り
無
事
故
に
向

け
た
安
全
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

集荷作業に向けた安全宣言を行う中西係長

農
産
物
集
荷
作
業
安
全
大
会

第
四
回
現
地
研
修
会
・
水
稲
刈
取
適
期
判
定
会
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昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日
に
農

業
協
同
組
合
法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ

れ
、今
年
で
七
十
七
年
を
迎
え
ま
し
た
。

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農

業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農

業
生
産
力
の
増
進
」
と
「
農
業
者
の
経

済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
」
を
図
り
、

国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、

農
協
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の

た
め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原

則
に
掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主

的
運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助

の
精
神
の
も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農

と
生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

近
年
の
農
業
・
農
村
を
取

り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し

さ
を
増
し
、
世
界
的
な
気
候

変
動
に
よ
る
猛
暑
や
豪
雨
な

ど
に
よ
る
各
作
物
の
収
量
お

よ
び
品
質
の
低
下
、
国
際
的

な
食
料
需
給
事
情
の
変
化
や

急
激
な
円
安
の
進
行
に
よ
る

生
産
資
材
の
高
止
ま
り
が
農

業
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
与

え
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
農
政
の
憲
法
と
も
言
わ
れ

る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
正

さ
れ
、
国
民
一
人
一
人
の
食
料
安
全
保

障
の
確
保
と
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食

料
シ
ス
テ
ム
が
基
本
理
念
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
な
ど
、
世
界
の
食
料
需
給

の
不
安
定
化
に
よ
る
輸
入
リ
ス
ク
の
増

大
、
環
境
問
題
等
を
踏
ま
え
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
日
本
の
農
政
は
大
き
な

転
換
点
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

か
か
る
状
況
の
も
と
、
先
般
、
三
年

に
一
度
の
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
を
開
催

し
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
【「
力
強

い
農
業
」
と
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域

社
会
」
～
ひ
と
を
育
み
、
ひ
と
と
歩
む

～
】
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連

合
会
・
中
央
会
が
各
々

の
役
割
を
再
認
識
し
、

一
丸
と
な
っ
て
大
会

議
案
を
着
実
に
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
社

会
か
ら
の
要
請
に
応

え
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
は
、
協
同
組

合
の
理
念
と
精
神
を

事
業
の
拠
り
所
と
し
、

今
後
と
も
組
合
員
の

皆
様
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
営
農
と
生
活

が
続
け
ら
れ
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
、
地

域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発

展
に
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
、
農
協

法
公
布
記
念
日
に
あ

た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
致
し
ま
す
。

北海道農業協同組合中央会
代表理事組合長　樽井　功

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
組
合
員
・
役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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職
業
と
し
て
農
業
を
選
択
し
た
理
由

　義
父
か
ら
農
家
へ
の
お
誘
い
を
い
た
だ

き
、
機
械
作
業
な
ど
の
苦
手
な
こ
と
に
対
し

て
も
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
就
農
を
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　今
と
な
っ
て
は
機
械
に
乗
っ
て
作
業
を

す
る
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
て
い
る
こ
と

に
自
分
自
身
驚
い
て
お
り
ま
す
。
楽
し
く

農
業
を
で
き
て
い
る
今
、
私
を
農
家
に
誘
っ

て
く
れ
た
義
父
、義
母
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

農
業
を
行
な
っ
て
行
く
上
で
の
想
い

自
分
の
働
き
が
品
質
や
収
量
に
大
き
く

影
響
が
現
れ
る
の
も
責
任
の
大
き
さ
を
感

じ
ま
す
。
そ
の
一
方
、
や
っ
た
ら
や
っ
た

分
だ
け
結
果
と
し
て
つ
い
て
く
る
の
も
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

そ
こ
が
農
業
の
楽
し
さ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
全

て
が
自
分
に
と
っ
て
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
右

も
左
も
わ
か
ら
な
い
中
で
す
が
、
家
族
や
近
隣
の
農

家
の
方
、
青
年
部
の
盟
友
の
方
は
み
ん
な
親
切
な
方

ば
か
り
で
経
験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
教
え
て
頂
き

実
践
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
で
す
。

昨
今
で
は
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
省
力
化
及
び
生
産

性
の
向
上
が
普
及
さ
れ
つ

つ
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
さ
わ
り
程
度
で
の
知

識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
よ

り
効
率
的
に
か
つ
生
産
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
ま
す
。

青
年
部
の
活
動
に
つ
い
て

青
年
部
活
動
や
夜
高
あ
ん
ど
ん
制
作
を
通
し
て
、

頼
も
し
い
先
輩
や
愉
快
な
後
輩
、
友
達
が
で
き
、
同

年
代
の
仲
間
が
で
き
た
こ
と
で
青
年
部
活
動
以
外
で

も
農
業
の
話
な
ど
を
共
有
し
て
農
業
を
多
面
的
に
考

え
る
キ
ッ
カ
ケ
に
も
な
り
、刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
で
は
祭
り
を
盛
り
上
げ

る
側
に
な
る
の
は
と
て
も
新
鮮
で
楽
し
く
活
動
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

阿部　巧さん
沼田地区・沼田東部東

作付品目
水稲・大豆・秋麦・そば

受付を行う様子
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八
月
三
十
日
、
深
川
市
「
ア
グ
リ
工

房
ま
あ
ぶ
」
に
て
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性

部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
三
支
所
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
秩
父
別
四
名
・
妹
背
牛
四
名
・
沼

田
六
名
の
計
一
四
名
が
参
加
さ
れ
、
今

年
は
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
作
り
体
験
を
し
ま

し
た
。

み
ん
な
で
順
番
に
り
ん
ご
を
切
っ
て

煮
て
、
パ
イ
シ
ー
ト
で
包
ん
で
成
形
す

る
作
業
を
行
い
九
十
六
個
も
の
ア
ッ
プ

ル
パ
イ
を
焼
き
ま
し
た
。
ア
ッ
プ
ル
パ

イ
の
上
に
な
る
方
の
パ
イ
シ
ー
ト
は
、

型
抜
き
で
星
型
・
ハ
ー
ト
型
・
お
花
型

な
ど
種
類
が
豊
富
で
、
一
人
ひ
と
り
が

可
愛
ら
し
い
見
た
目
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

を
焼
き
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
作
り
体

験
後
は
同
施
設
内
の
二
階

に
て
懇
親
会
の
昼
食
会
と

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会

員
た
ち
は
他
支
所
会
員
と

も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
貴
重
な
時
間
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
五
日
、
沼
田
町
「
農
天
気
の
会

（
辻
よ
し
子
代
表
）」
は
植
木
さ
ん
（
沼

田
東
部
西
）、堀
さ
ん
（
沼
田
東
部
西
）、

辻
さ
ん
（
沼
田
東
部
西
）
の
圃
場
に
て

沼
田
小
学
校
四
年
生
児
童
を
対
象
と
し

た
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
カ
ボ
チ
ャ
、
パ
プ
リ

カ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
児
童

た
ち
が
六
月
に
定
植
、
播
種
作
業
の
体

験
を
行
い
大
き
く
な
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト

や
カ
ボ
チ
ャ
、
パ
プ
リ
カ
を
収
穫
。
獲

り
た
い
個
体
を
自
分
た
ち
で
選
び
は
さ

み
を
使
っ
て
慎
重
に
収
穫
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
小
学
校
に
戻
り
、
収
穫

し
た
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ピ
ザ

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
ピ
ザ
の
焼
き
上

が
り
の
間
に
野
菜
ク
イ
ズ
を
楽
し
く
行

い
、
焼
き
上
が
っ
た
ピ
ザ
を
美
味
し
く

頂
き
ま
し
た
。

ピザ作りを行う児童

三
支
所 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会

沼
田
小
学
校 

農
業
体
験
学
習
収
穫
作
業

トマトの収穫作業を行う児童

カボチャの収穫作業を行う児童
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九
月
十
五
日
、
妹
背
牛
支
所
ふ
れ
あ

い
農
園
に
て
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
「
お

米
探
検
隊
」
稲
刈
り
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
、
五
月
の
田
植
え
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
消
費
者
約
三
〇
名
が
再
び
妹
背
牛
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

手
作
業
で
の
稲
の
刈
り
取
り
は
、
柔

ら
か
い
足
場
や
初
め
て
鎌
を
持
っ
た
と

い
う
方
も
多
く
、
な
れ
な
い
作
業
に
苦

戦
し
な
が
ら
も
青
年
部
の
協
力
な
ど
も

あ
り
無
事
に
刈
り
取
り
を
終
え
ま
し

た
。

そ
の
他
も
や
る
こ
と
が
盛
り
沢
山

で
、
は
さ
が
け
や
刈
り
取
っ
た
稲
を
機

械
を
用
い
て
脱
穀
か
ら
精
米
ま
で
の
流

れ
を
体
験
・
見
学
し
、
お
米
が
稲
か
ら

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
工
程

を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
に
自
分
た
ち
で
植
え
て

い
た
馬
鈴
薯
の
ほ
か
、
さ
つ
ま
い
も
を

お
土
産
と
し
て
収
穫
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
体
を
動
か
し
た
後
の
昼
食
で
は
新

米
「
な
な
つ
ぼ
し
」
の
お
に
ぎ
り
を
味

わ
い
ま
し
た
。
一
足
早
い
新
米
の
味
に

皆
さ
ん
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

稲刈りを行う参加者

乾燥させた稲を脱穀させます

新米のおにぎりを頬張る参加者

じゃがいもを収穫する参加者

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ 「
お
米
探
検
隊
」稲
刈
り
ツ
ア
ー
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十
月
二
十
九
日
、
北
い
ぶ
き

女
性
部
（
荒
瀬
陽
子
部
長
）
は
、

妹
背
牛
温
泉
ペ
ペ
ル
に
て
部
員

研
修
（
冬
季
）
を
実
施
し
、
部
員

五
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
初
の
試
み
と
な
る
冬
季

の
部
員
研
修
は
、
北
い
ぶ
き
女

性
部
の
行
事
が
毎
年
六
月
に
開

催
し
て
い
る
部
員
研
修
の
一
回

だ
け
と
い
う
こ
と
か
ら
、
交
流

す
る
機
会
を
増
や
す
た
め
に
各

町
の
温
泉
を
巡
る
も
の
と
し
て
、

ま
ず
は
妹
背
牛
か
ら
開
催
す
る

こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

研
修
に
は
空
知
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
る
、
も
の
づ
く
り
作
家

ｃ
ｈ
ａ
о
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

切
り
貼
り
絵
の
制
作
を
行
い
ま

し
た
。
様
々
な
色
の
紙
を
自
分
好

み
に
選
び
、
重
ね
て
型
に
合
わ
せ

て
切
っ
た
り
貼
っ
た
り
を
繰
り

返
し
て
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
が
完
成
し
ま
し

た
。研

修
終
了
後
は
そ
の
ま
ま
妹

背
牛
温
泉
ペ
ペ
ル
に
て
懇
親
会

を
行
い
、
冬
季
第
一
回
目
と
な
る

部
員
研
修
を
楽
し
み
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
交

流
会
が
秩
父
別
町
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー

「
く
る
り
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
Ｊ
Ａ

北
い
ぶ
き
女
性
部
（
荒
瀬
陽
子
部
長
）

と
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
で
構
成
さ

れ
、
毎
年
支
部
長
が
集
ま
っ
て
交

流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
両
女
性
部
よ
り
九
名

が
参
加
し
、
ピ
ザ
と
ド
ー
ナ
ツ
作

り
を
行
い
ま
し
た
。

生
地
を
こ
ね
る
、
ピ
ザ
の
具
材

を
切
る
、
ド
ー
ナ
ツ
を
形
成
す

る
な
ど
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
和
気
あ

い
あ
い
と
作
業
に
取
り
組
み
、
一

人
ひ
と
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ピ
ザ

と
ド
ー
ナ
ツ
約
六
十
個
を
作
り

ま
し
た
。

ま
た
、
焼
き
た
て
の
ピ
ザ
と
揚

げ
た
て
の
ド
ー
ナ
ツ
の
試
食
も

行
わ
れ
、「
美
味
し
い
」
と
大
変

好
評
で
し
た
。

そ
の
後
、
秩
父
別
町
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
て
昼
食
を

取
り
、
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
両
女
性
部
混
合
の

三
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
モ
ル
ッ

ク
を
行
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ご
と
に
作

戦
を
立
て
な
が
ら
競
技
に
励
み
、
順
位

が
決
ま
る
最
終
セ
ッ
ト
目
で
は
、
ど
の

チ
ー
ム
が
優
勝
す
る
か
分
か
ら
な
い
ほ

ど
の
接
戦
を
繰
り
広
げ
、
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

モルックを行う女性部北ブロック岡崎副部長

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
部
員
研
修

Ｊ
Ａ
女
性
部
北
ブ
ロ
ッ
ク 

支
部
長
交
流
会
の
開
催
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第
七
回
理
事
会
〈
九
月
三
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○�

当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○�

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○�

固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
余
裕
金
の
運
用
計
画
額
に
つ
い
て

○�

疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
に
つ
い

て
○�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
定
期
報
告
に
つ

い
て

〇�

役
員
選
任
推
薦
会
議
に
か
か
る
正
副

委
員
長
に
つ
い
て

〇
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○�

農
産
物
生
育
状
況
（
八
月
十
五
日
現

在
）
に
つ
い
て

○
う
る
ち
米
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て

○�

令
和
六
年
産
小
麦
の
集
荷
状
況
に
つ

い
て

〇�

令
和
七
年
産
水
稲
品
種
別
作
付
指
標

に
つ
い
て

〇�

令
和
六
年
産
米
の
追
加
精
算
に
つ
い

て
〇�

花
卉
・
蔬
菜
の
取
扱
実
績
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○�

購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
七
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　�

令
和
六
年
度
上
半
期
決
算
の
承
認
に

つ
い
て

議
案
第
二
号

　�

令
和
六
年
度
下
期
修
正
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　�

令
和
六
年
産
米
の
出
荷
概
算
金
に
つ

い
て

議
案
第
四
号

　�
固
定
資
産
の
取
得
、
並
び
に
処
分
に

つ
い
て

議
案
第
五
号

　�

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
し
付

け
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　�

特
定
組
合
員
に
対
す
る
貸
し
付
け
の

承
認
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○�

信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て

第
八
回
理
事
会
〈
十
月
二
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○�

当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○�

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○�

固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○�

経
営
定
期
点
検
の
実
施
結
果
に
つ
い

て
○�

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
不
祥
事
ゼ
ロ
運
動
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

○
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○�

岡
田
靜
夫
名
誉
組
合
員
の
葬
儀
に
か

か
る
費
用
に
つ
い
て

○
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○�

長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○�

特
定
組
合
員
の
日
本
政
策
金
融
公
庫

資
金
の
借
入
に
つ
い
て

〇�

令
和
六
年
度
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
点
検
結
果
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○�

令
和
六
年
産
米
施
設
別
入
庫
状
況
に

つ
い
て

○�
令
和
六
年
産
花
卉
・
蔬
菜
の
取
組
及

び
販
売
状
況
に
つ
い
て

〇�

ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い

て

購
買
施
設
事
業
本
部

○�

購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
八
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　�

令
和
六
年
度
上
半
期
決
算
に
係
る
監

事
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　�

令
和
六
年
度
寒
冷
地
手
当
・
燃
料
手

当
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　�「
個
人
情
報
取
扱
規
程
」
等
関
連
規

程
類
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　�「
定
年
退
職
者
再
雇
用
規
程
」
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　�

リ
ス
ク
評
価
書
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　�

令
和
七
年
役
員
改
選
に
伴
う
理
事
会

推
薦
会
議
の
推
薦
委
員
、並
び
に「
代

表
者
」
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　�

固
定
資
産
の
取
得
、
並
び
に
処
分
に

つ
い
て

議
案
第
八
号

　�

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

理
事
会
報
告
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□
退
職
準
職
員
〈
八
月
三
十
一
日
付
〉

　相
蘇

　隆
志

　
　（秩
父
別
支
所
燃
料
課
燃
料
係
）

□
採
用
職
員
〈
九
月
九
日
付
〉

　菅
野

　
　昴

　
　

�

管
理
部
企
画
課
企
画
係
兼
同
部
経

理
電
算
課
経
理
電
算
係
兼
同
部
管

理
課
管
理
係

□
採
用
準
職
員
〈
九
月
十
三
日
付
〉

　阿
部

　
　翔

　
　沼
田
支
所
燃
料
課
燃
料
係

□
退
職
職
員
〈
九
月
二
十
日
付
〉

　畑
中

　琢
哉

　
　

�（
管
理
部
企
画
課
企
画
係
兼
同
部

経
理
電
算
課
経
理
電
算
係
兼
同
部

管
理
課
管
理
係
）

□
退
職
準
職
員
〈
九
月
三
十
日
付
〉

　笹
木

　義
伸

　
　（秩
父
別
支
所
燃
料
課
長
）

□
採
用
職
員
〈
十
月
一
日
付
〉

　越
浦
絵
里
香

　
　金
融
事
業
部
貯
金
課
貯
金
係

　末
藤

　拓
実

　
　

�

共
済
事
業
部
共
済
普
及
課
共
済
普

及
係

□
異
動
職
員
〈
十
月
一
日
付
〉

　辻

　
　公
彦

　
　

�

秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課
長
兼
同

支
所
燃
料
課
長

　
　（秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課
長
）

□
異
動
準
職
員
〈
十
月
一
日
付
〉

　川
田

　由
香

　
　

�

金
融
事
業
部
貯
金
課
秩
父
別
町
常

駐
　
　（管
理
部
企
画
課
秩
父
別
町
常
駐
）

　村
田

　織
恵

　
　

�

妹
背
牛
支
所
融
資
経
済
課
融
資
経

済
係

　
　

�（
金
融
事
業
部
融
資
経
済
課
融
資

経
済
係
）

　黒
田
富
士
子

　
　

�

妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係

　
　（金
融
事
業
部
貯
金
課
貯
金
係
）

　石
井

　里
枝

　
　
�
沼
田
支
所
融
資
経
済
課
融
資
経
済

課
係

　
　

�（
妹
背
牛
支
所
融
資
経
済
課
融
資

経
済
係
）

　飯
尾

　
　浩

　
　秩
父
別
支
所
燃
料
課
燃
料
係

　
　

�（
秩
父
別
支
所
生
産
資
材
課
生
産

資
材
係
）

　新
見

　隆
晴

　
　

�

秩
父
別
支
所
生
産
資
材
課
生
産
資

材
係

　
　

�（
秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
花
卉

蔬
菜
係
）

妹
背
牛
年
金
友
の
会
（
山
下
豊
会

長
）
は
八
月
二
十
四
日
、
妹
背
牛
町

う
ら
ら
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て

第
二
十
回
妹
背
牛
年
金
友
の
会
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
三
五

名
の
会
員
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
の
妹
背
牛
町
は
猛
暑
日
と

な
り
、
開
会
式
で
は
、
山
下
会
長
か

ら
「
熱
中
症
に
は
十
分
気
を
付
け
な

が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
頂

き
た
い
」
と
挨
拶
。

来
賓
と
し
て
中
易
専
務
か
ら
日
頃

の
お
礼
と
大
会
に
向
け
て
の
激
励
の

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
中
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
、時
折
、

休
憩
を
し
な
が
ら
、
参
加
し
た
会
員

の
皆
さ
ん
が
ゆ
っ
く
り
と
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
男
女
の
優
勝
者
は
次
の
通

り
。

・
男
性
の
部
優
勝

　

�

坂
口
勝
明
さ
ん
（
三
年
連
続
優

勝
）

・
女
性
の
部
優
勝

　谷
村
久
美
子
さ
ん

第
二
十
回
妹
背
牛
年
金
友
の
会 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
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八
月
二
八
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支
部

（
荒
瀬
陽
子
支
部
長
）
は
花
パ
レ
ッ
ト

（
深
川
市
）
か
ら
青
木
氏
と
栄
氏
の
お

ふ
た
り
を
講
師
に
お
招
き
し
、
部
員
講

習
会
『
多
肉
植
物
寄
せ
植
え
講
習
会
』

を
二
七
名
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し

た
。鉢

植
え
は
同
じ
規
格
の
物
を
色
違
い

で
用
意
し
て
、
多
肉
植
物
は
種
類
を
豊

富
に
そ
ろ
え
て
頂
き
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
溢
れ
る
寄
せ
植
え
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
多
肉
植
物

の
扱
い
に
奮
闘
し
な
が
ら
、
鉢
植
え
に

移
植
し
て
い
く
作
業
が
と
て
も
繊
細
な

作
業
で
「
細
か
い
作
業
で
難
し
い
」「
な

か
な
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
て

楽
し
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
ピ
ッ
ク
な
ど
の
鉢
植
え
用
の
装
飾

品
を
飾
っ
て
み
た
り
、
ピ
ン
ク
・
イ
エ

ロ
ー
・
ブ
ル
ー
の
カ
ラ
ー
サ
ン
ド
で
色

彩
を
出
し
た
り
と
綺
麗
に
仕
上
げ
ま
し

た
。最

後
に
多
肉
植
物
の
育
て
方
の
注
意

事
項
を
講
師
か
ら
教
わ
っ
て
、
講
習
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

八
月
二
十
九
日
に
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青

年
部
秩
父
別
支
部（
田
丸
雅
統
支
部
長
）

は
、
盟
友
で
あ
る
土
井
陽
平
さ
ん
（
秩

父
別
地
区
・
日
の
出
）
の
圃
場
に
て
秩

父
別
小
学
校
一
年
生
約
一
〇
名
を
対
象

に
食
育
を
目
的
と
し
た
お
も
ち
ゃ
カ
ボ

チ
ャ
収
穫
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
土
井
さ
ん
か
ら
収
穫

時
の
手
順
の
説
明
を
受
け
た
後
、
変

わ
っ
た
形
や
色
の
お
も
ち
ゃ
カ
ボ
チ
ャ

を
前
に
興
味
を
示
し
な
が
ら
約
五
〇
〇

個
以
上
の
カ
ボ
チ
ャ
を
収
穫
。
そ
の
後

は
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
一
部
の
カ
ボ

チ
ャ
に
、
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
や
シ
ー
ル
で

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
カ
ボ
チ
ャ
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
回
の
食
育
事
業
で
収
穫
し
た
カ
ボ

チ
ャ
の
一
部
は
、
秩
父
別
小
学
校
へ
寄

贈
し
ま
し
た
。

カボチャの収穫作業を行う様子

青
年
部
秩
父
別
支
部 

食
育
事
業

女
性
部
妹
背
牛
支
部 

多
肉
植
物
寄
せ
植
え
講
習
会
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十
月
十
七
日
、
二
〇
二
四
年
度
北
海

道
米
「
新
米
発
表
会
」
が
札
幌
市
の
札

幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
h
i
t
a
r
u
）

で
開
催
さ
れ
、
全
道
の
生
産
者
ら
約

一
〇
〇
〇
名
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

例
年
、
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
度
は
北
海
道
米
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
マ
ツ

コ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
さ
ん
の
C
M
十
周

年
の
節
目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
地
元

北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
当

J
A
か
ら
は
、
役
職
員
、
農
事
組
合

長
会
、
青
年
部
、
女
性
部
よ
り
四
〇
名

が
出
席
し
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
マ

ツ
コ
さ
ん
の
絶
妙
な
ト
ー
ク
に
、
終
始

笑
顔
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

新
米
の
試
食
会
で
は
、「
ゆ
め
ぴ
り

か
」「
な
な
つ
ぼ
し
」「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」

「
そ
ら
き
ら
り
」
の
四
品
種
が
用
意
さ

れ
、
マ
ツ
コ
さ
ん
と
鈴
木
知
事
が
そ
れ

ぞ
れ
感
想
を
語
り
合
い
、
マ
ツ
コ
さ
ん

は
「
一
円
で
も
皆
さ
ん
に
還
元
で
き
る

よ
う
、
も
っ
と
北
海
道
米
を
大
き
く
し

て
い
く
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
ホ
ク
レ
ン
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
の
森
崎
博
之
さ
ん
と
マ
ツ
コ
さ

ん
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
マ

ツ
コ
さ
ん
か
ら
、
今
年
の
米
不
足
に
つ

い
て
語
ら
れ
、
改
め
て
日
本
の
主
食
と

し
て
、
米
の
必
要
性
と
素
晴
ら
し
さ
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
一
時
と
な
り
ま
し

た
。

北
海
道
米
「
新
米
発
表
会
」 

マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
さ
ん
が
北
海
道
米
を
P
R
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区　　分 曜　　日 営業時間 摘　要

事 務 所
秩父別営農販売事務所
（融資経済課窓口含む）

平日 8：45 ～ 17：00 土曜・日曜・祝日は休業致します。

生 産 資 材 店 舗
農 機 車 輌 店 舗 平日 9：00 ～ 16：30 土曜・日曜・祝日は休業致します。

貯 金 共 済 窓 口 平日 9：00 ～ 16：00 土曜・日曜・祝日は休業致します。

貯 金 Ａ Ｔ Ｍ

平日 9：00 ～ 18：00

土曜 9：00 ～ 17：00

日曜 9：00 ～ 17：00 本所（秩父別）のみの営業となります。

祝日 休業 土曜・日曜と重複する場合も全店舗休業致します。

ス

タ
ン

ド

妹背牛
沼　田

平日・土曜 8：00 ～ 18：00 　

祝日 8：30 ～ 17：00 祝日と日曜が重複した場合は休業致します。

日曜 休業

秩父別 平日・土日・祝日 7：30 ～ 19：00

㈱まちづくりぬまた
物産サービスセンター

平日 8：30 ～ 17：30

土曜 8：30 ～ 17：00

日曜・祝日 休業

ダ・マルシェ　沼田店 平日・土日・祝日 9：00 ～ 19：00

㈱ ホ ク レ ン 商 事
エーコープ秩父別店

平日・土曜・祝日 10：00 ～ 18：00 ※毎月1日・15日は9：00～18：00営業です。 
（日曜の場合でも営業致します。）日曜 休業

～営業時間の変更のお知らせ～
令和６年11月1日からの営業時間について、下記の通りお知らせ致します。

「
10
月
か
ら
共
済
事
業
部
共
済
普
及
課
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
末
藤
で
す
。
組
合
員
の
皆

様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
し

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。」

末藤　拓実
（ 金融共済事業部 ）共済普及課共済普及係

「
9
月
か
ら
管
理
部
企
画
課
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
菅
野
で
す
。
皆
様
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
人
材
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

菅野　　昴
（ 管 理 部 企 画 課 企 画 係  ）兼同部経理電算課経理電算係兼同部管理課管理係

「
10
月
か
ら
金
融
事
業
部
貯
金
課
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
越
浦
と
申
し
ま
す
。
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。」

越浦　絵里香
（ 金融共済事業部 ）貯金課貯金係

新採用職員紹介
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ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて

第２回 東野ひでき氏の主張と人柄紹介

　我が国の農業・地域社会を取り巻く環境は大きな転換期を迎えております。
　超高齢化社会の到来による人口の減少や、国際情勢の不安定化、地球温暖化による
気候変動、環境問題への関心の高まり等のなか、食料・農業・農村基本法が四半世紀ぶ
りに改正されました。
　生産現場においては、担い手や農地面積の減少による生産基盤の脆弱化、肥料・飼
料・燃油など生産資材の高騰等により、今なお先が見えない不安が広がっております。
　今こそ、農業者やＪＡ役職員さらには地域住民が将来にわたり希望の持てる食料・農
業・農村政策の確立が不可欠であると考えます。
　今後、皆様のところにできるだけ多く足を運び、真摯に皆様の声に耳を傾け、より理解
を深め、生産現場の思い、ＪＡグループのその声を国政に届けなくてはならない、その使
命感に今みち溢れております。また、努力を惜しまない覚悟であります。
　専業農家、ＪＡ組合長としての経験を生かし、『農業者・ＪＡとともに､まっすぐな農政！』
を合言葉に、農業者および地域が夢や希望を叶えることができるよう、全力で取り組ん
でまいりますので、皆様方のご指導
ご鞭撻をお願い申し上げます。

【ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて】と題し､農政活動や参議
院選挙の仕組みなどを､来年夏頃まで連載いたします。次回（第３回）は､
東野ひでき北海道後援会の取組みについて紹介します。

東野ひでき公式
LINEアカウントへの
登録はこちらから

東野ひでき北海道後援会

■プロフィール
　昭和46年11月､名寄市生まれ。
　名寄高校､拓殖大学北海道短期大学（農業経済科）
　卒業後､稲作農家の5代目として就農。
　平成15年 風連町農協 青年部長､
　平成21年 ＪＡ道北なよろ 理事､
　平成27年 ＪＡ道北なよろ 代表理事専務､
　平成29年 ＪＡ道北なよろ 代表理事組合長､
　令和3年 北海道厚生農業協同組合連合会 理事､
　令和5年 ＪＡ道北なよろ 会長理事､ホクレン農業
　協同組合連合会 代表監事
■家族構成
　両親､妻､息子夫婦､孫3人の9人家族
■経営概況
　稲作(もち米)17ha､小麦2ha､アスパラガス､寒締めほうれん草､スィートコーン､切り花､薬用作物
■座右の銘
　置かれた場所で咲く

ＪＡ北いぶきインスタグラム公開中です!ぜひご覧ください!
ホームページ、
インスタグラムでも
情報を発信しています
ぜひご覧ください！

プロフィール
を編集

アーカイブ
を見る
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組合員・お客様  各位   

北いぶき農業協同組合  

施 設 事 業 部（燃料課）  

燃料油配送体制の変更について  

日頃、当組合の事業運営につきましては格別のご配慮を賜り厚くお礼申し上げます。 

標記の件につきまして、世界的な原油価格高騰や物流業界の法令改正（2024 年問題）

の影響を受け、燃料油の配送事業を取り巻く環境についても大きく変化しております。 

こうした情勢の中、今後も組合員の皆様へ安定的かつコストを抑えた上で燃料油を

お届けしていくため、下記の通り配送事業の効率化に向け取り組んでまいりますので、 

ご理解とご協力をお願い申し上げます。  

記  

■令和６年１０月１日  からの  配送体制  変更内容  

１ .「家庭用暖房灯油」の定期配送の土曜配送について  
・・・  暖房灯油定期配送シーズン（10/1～翌年 3/31）の  

第２・第４土曜の定期配送を休業します。  

２ .「当日配送」依頼分の受付時間について（灯油・軽油）  
・・・  当日、１２：００で受付を締め切ります。   

３ .「農繁期」の営農燃料油（軽油・籾乾燥灯油  等）について  
・・・  農繁期の営農燃料油は従来通り対応いたします。  

 

法改正により乗務員の労務管理徹底が求められております。現下の厳しい情勢に  

おいて、今後も安定的にお客様へ燃料油をお届けできるよう努めてまいりますので、  

引き続きご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。  

以  上  

【お問合せ先】秩父別  給油所（ＴＥＬ．３３－２２６４）  

妹背牛  給油所（ＴＥＬ．３２－２１９１）  

沼  田  給油所（ＴＥＬ．３５－２５０１）  
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アプリで全部できるぞう｡

住所・電話番号
変更
アプリで完結！
来店・郵送不要

カードローン

税金・
各種料金の払込み
（ペイジー）

振込・振替

アプリで完結！
来店・郵送不要

口座開設

JAバンクを初めて
ご利用の方に

JAバンクアプリ プラスのダウンロードは
こちらから。

いつでも
手続きできるぞう。

口座開設と合わせて、
JAカード（単機能型）への
お申し込みもできます！

新登場！JAバンクアプリプラス

※

※

※JAによってお取扱いできない場合や、一部機能に制限を設けている場合、対象商品・案件が異なる場合があります。

通勤中に 休憩中に 帰宅後に

18



※1月1日は終日、受付けしておりません。※緊急時のサービスの利用
停止についてのお問い合わせは 24 時間 3 6 5 日となっております。

お困りの際は
お気軽にヘルプデスクへお電話ください。

JAバンクアプリ  bankap - j a -he lpdesk@dream.com

0120 - 0 58 - 0 98
ヘルプデスク 平日 9：00 - 21：00   土 日 祝 9：00 - 17：00

ネットバンク・ 　 バンクアプリ プラス

●掲載の画面はイメージです。実際とは異なる場合があります。 ●キャッシュカードと暗証番号の管理には充分ご注意ください。

ワンタイムパスワード利用登録
アプリでの振込にはワンタイムパスワードの利用登録が必要です。

7

アプリを起動1 JAを選択

｢都道府県」と「JA」を選択して、次へ。

2 メールアドレスを登録

メールアドレスを入力し、
次の画面で、メールアドレスに届いた
確認コードを入力。

3
アプリをダウンロードして起動し、

アプリのダウンロードは、
こちらから。

｢口座をお持ちの方」

「初めてご利用される方」

「口座を登録して始める」

の順に選択します。

トップ画面の「ワンタイム
パワード」メニューからワ
ンタイムパスワード利用
登録を開始します。

次の画面で先ほど選択
した「ご登録電話番号」
から「認証先電話番号」
へお電話ください。認証
成功すると次画面へ遷移
します。

電話番号を選択し、「電
話番号認証を行う」を押
下します。

設定完了

ワンタイムパスワード画面が
表示されると設定完了です。

口座情報を入力

「支店番号｣、｢科目｣、｢口座番号｣を入力し、
次の画面で、「生年月日｣、
｢キャッシュカード暗証番号｣を入力。

4 アプリ暗証番号を登録

アプリ起動時に利用する暗証番号を
登録します。

5 利用登録完了！

アプリのトップ画面が表示されると、
登録完了です。

6

い
っ
ぱ
い

使
っ
て
ね
！

利用登録方法ＪＡバンクアプリプラス

※アプリ暗証番号に代わり、ご利用端末に設定
されている生体認証を利用することもできます｡
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9月24日、
沼田小学校脱穀、

籾摺り体験を行いました

10月3日、
妹背牛町にて

創作かかし大会が行われました

10月17日、
大豆の収穫

加藤学さんの圃場にて（妹背牛・妹背牛北）

11月3日、
青年部沼田支部は消費拡大キャンペーンに参加し、
コープさっぽろルーシー店にて産地ＰＲを行いました

10月27日、
青年部妹背牛支部は米消費拡大キャンペーンに参加し、
コープさっぽろにしの店にて産地PRを行いました

11月1日、
秩父別支所農機車輌課にて

3支所合同展示会を開催しました
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